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春日部駅西口の整備112112

●世帯数　113,564世帯　●人口　229,367人（前月比90人増）
� 男▶113,374人　女▶115,993人

春日部市の世帯数と人口
（4/1現在）

市公式ソーシャルメディア 安心安全情報メール「かすかべ」
市では、防災、防犯、火災、
子育て、行政、気象情報な
どに関する情報をメールで
配信しています。

防災行政無線
放送内容は、フリーダイヤル

（ 0120-899-300）
で確認できます（直近の内容のみ）。
�問危機管理防災課（�TEL048-739-6830）

市長の行動記録

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

市公式魅力発信メディア

　春日部駅西口は、かつては、水田や湿
しっ

地
ち

帯
たい

などが広
がる土地でした。道路や側溝など都市基盤を整えるに
あたっては、大量の土壌を埋め立て、固い地盤として
整える必要がありました。
　この土地基盤整備は、春日部駅西口の開発事業の推
進を図るため、昭和37年（1962年）8月に設立された
春日部市開発公社により進められました。
　整備事業は、昭和38年（1963年）9月から11月にか
けて、春日部駅西側の2万5千坪の地域で行われました。
　この時の埋め立てに使用された土壌は、大宮台地の
最南端にあたる花

はな
積
づみ

地区の住
すみ

吉
よし

台
だい
（現在の住

すみ
吉
よし

神社付
近）から採取されました。
　土壌の運搬にあたっては、国道16号から整備場所
までの間に500メートルのダンプカー専用道路を設け、

毎日、ダンプカー20台を使って運搬されました。（「広
報かすかべ№81 昭和38年10月10日号」による。）
　この土壌の採取により、花積地区の住吉台の景観は、
台地から低地へと変貌しました。
　昭和39年（1964年）12月には、春日部都市計画西

部地区（第一）土地区画整理事務所が設置され、翌年の
昭和40年（1965年）10月から、春日部駅西口周辺の
街路や下水、側溝など都市基盤を整える事業が本格的
にスタートしました。

�問文化財課（�TEL048-739-6811）

花積地区（住吉台）での土壌の採取の様子
台地を削り大量の赤土が採取されました。

造成中の春日部駅西口の様子
写真右後方に春日部駅を望む。

消防・防災フェア消防・防災フェア春日部市市制施行
20周年記念 �問 �問危機管理防災課�

（ TEL 048-739-6830）

とき … 5/24㈯　10：00～15：00
ところ … 市役所まちなか広場、ひだまりホー
ル、駐車場
内容 … はしご車や地震体験車の乗車体験な
ど、家族で楽しみながら学べるイベントです。
おいしい飲食店の出店もあります。
※�雨天の場合は内容が一部変更となるこ

とがあります
※�駐車場に限りがありますので、公共交通

機関をご利用ください

国勢調査の調査員を募集します
�問市政情報課（ TEL 048-736-1143）

　5年に一度行われる国勢調査が、10/1㈬を
基準日として全国一斉に実施されます。
　市では、調査員として活動できる人を募集
します。
応募資格▶
▶20歳以上で、責任を持って業務を行える人

▶調査で知り得たことなど、秘密の保持がで
きる人
▶警察・選挙用務に従事していない人
▶暴力団員その他の反社会的勢力と関係がな
い人
調査活動期間▶9月上旬～10月下旬（2カ月間）
報酬▶1調査区あたり約4万円
申し込み▶6/2㈪までに、調査員申込書に必
要事項を記入し、直接、市役所本庁舎3階市政
情報課へ
持ち物▶印鑑（インク浸透式以外のもの）、報
酬の振込口座が分かるもの（通帳など）、マイ
ナンバーカードまたはマイナンバーの通知カー
ド、本人確認書類（運転免許証など）
申込書の配布場所▶同課、庄和総合支所1階市
政情報コーナー、市 WEB
※�申し込みをしたすべての人が採用されるとは限りません

国勢調査員の主な仕事▶
①9月上旬　説明会出席、自宅で調査準備
②9月中旬　担当調査区巡回、調査区要図作成
③9月下旬　世帯訪問、記入依頼、調査票配布
④10月上～中旬　調査票の回収、回答確認
リーフレットの配布
⑤10月下旬　調査票の内容確認、市へ提出

  国勢調査員の仕事内容は、大きく5つです  

① ② ③

④ ⑤


